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2 0 2 6 年 5 月 2 5 日 

N T T 西 日 本 株 式 会 社 

NTT ビジネスソリューションズ株式会社 

AVITA 株式会社 

 

NTT西日本グループとAVITAが、自動運転 EVバスの社会実装に向けた 

アバター活用で業務提携 

未来のバス車内を創造し、バス運行の新たな事業モデルに挑戦 

 

NTT 西日本株式会社（本社：大阪府大阪市、代表取締役社長：北村 亮太、以下、NTT 西日本）、NTT ビジ

ネスソリューションズ株式会社（本社：大阪府大阪市、代表取締役社長：木上 秀則、以下、NTT ビジネスソ

リューションズ）、AVITA 株式会社（本社：東京都目黒区、代表取締役社長 CEO：石黒 浩、以下、AVITA）

は、持続可能な自動運転サービスの社会実装を目的として、自動運転 EV バスの車内におけるアバターを活用

したコミュニケーションサービス「バスあば」の開発に関する業務提携を開始します。本提携を通じて 3 社は、

自動運転サービスの社会受容性および事業性の向上を図るとともに、地域交通の維持や運転士不足といった社

会課題の解決をめざします。 

 

 

 

１. 背景 

政府は「デジタル田園都市国家構想総合戦略（2023 年改訂版）」※1 において、地域限定型の無人自動運転

サービスを 2027 年度までに 100 ヵ所以上で実現することを目標に掲げており、関連する公的支援の拡充が

進められています。こうした国の方針のもと、自動運転 EV バスは、地域交通の維持や運転士不足の解決策の

1 つとして、導入に対する地域の期待が高まっています。 

一方で、自動運転レベル 4 の実装においては、安全性に対する乗客の心理的な不安に加え、運行を継続して

いくための事業性確保が課題となっています。そのため、乗客が「人に見守られている」「人とつながってい

る」と感じられる環境を整えるとともに、バス運行事業としての持続可能性を確保することが、サービス普及

に向けた重要な要素となります。 

 

※1 令和 5 年 12 月 26 日 デジタル田園都市国家構想総合戦略（2023 改訂版） 

<4D6963726F736F667420576F7264202D208169835A8362836788C48367838C816A8366835783

5E838B9363898093738E738D9189C68D5C917A918D8D8790ED97AA2E646F6378> 

 

 

 

 

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digital_denen/pdf/20231226honbun.pdf
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digital_denen/pdf/20231226honbun.pdf


２. 提携概要 

NTT 西日本グループ（NTT 西日本および NTT ビジネスソリューションズ）は、全国で 20 以上の自治体と

連携し、自動運転サービスの社会実装を推進してきました。また、安全走行に向けたインフラ連携に関する実

証を業界最多で実施するなど、日本の自動運転業界の課題解決をリードしています。 

AVITA は、アバター技術分野を牽引する企業として、社会課題に対して新たな選択肢を提示しています。人

の存在や対話を、アバターを通じて届けることで、多様な領域において遠隔接客や案内等のサービスを展開し

ています。 

 

3社はそれぞれが有する技術や知見をいかし自動運転ＥＶバスにおける新たな価値提供の在り方を検討する

とともに、運賃収入や公的補助だけに依存しない持続可能な事業モデルの確立を通じて、地域に根差した自動

運転サービスの社会実装を推進していきます。 

 

本提携によりめざすのは、移動手段としての機能に加え、自動運転 EV バスの車内において人とテクノロジ

ーが共存する新たな移動体験です。 

「バスあば」を活用し、乗客に対する案内や声かけ、状況に応じた情報提供を行うことで安心して乗車でき

る環境を提供します。観光地では観光消費の拡大と集客やリピーター化の促進、生活圏では情報発信の高度化

に加え、アバターオペレーターという新たな雇用の創出といった、各地の特色に適した事業性の確保をめざし

ます。 

また、域外からの広告収入獲得や、推し活コンテンツ施策も検討します。 
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３. 役割分担 

NTT 西日本 

自治体との企画運営を主導するとともに、地域特性を踏まえた持続可能な運行モデルの構築を支援します。 

 

NTT ビジネスソリューションズ 

自動運転 EV バスの導入・運用に関する技術的面での支援を行います。 

 

AVITA 

アバターサービスの導入・実証で培ったノウハウをいかし、アバターや AI を活用した車内コミュニケーショ

ンサービスの提供および実装支援を担い、利用者案内や観光ガイド、注意喚起等のコミュニケーションを通じ

て自動運転 EV バスにおける体験価値の向上に貢献します。 



４. 今後の展開 

3 社は本提携を通じて、自動運転 EV バスとアバターを組み合わせた次世代モビリティサービスの展開を進

め、地域交通の維持や運転士不足といった社会課題への対応に取り組んでいきます。 

自動運転 EV バスを核としたサービスモデルにおいて、乗客の安心感や体験価値、事業性の確保が図られる

成功事例の創出をめざします。また地域ごとの特性や課題に応じた柔軟な運用が可能となる仕組みを検討し、

自治体や交通事業者と連携して、地域への展開を進めていきます。アバター技術の利点として、アバターオペ

レーターは、年齢・性別・遠隔地等居住地を問わず業務に従事できる柔軟な働き方ができるため、地域におけ

る新たな雇用創出への貢献も期待されます。 

グローバル実績を多数有する NTT 西日本グループの自動運転 EV バスと、海外展開を進める AVITA のアバ

ター技術を組み合わせることで、国内での取り組みにとどまらず、海外展開も視野に入れた次世代モビリティ

サービスの創出に取り組んでいきます。 

3 社は、それぞれの強みをいかしながら、移動に新たな体験価値を組み込むことで外出機会の創出や地域内

外の交流を促進し、地域と都市、さらには海外をつなぐ新たな交流の起点として、持続的で活力ある地域社会

の形成に寄与してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ニュースリリースに記載している情報は、発表日時点のものです。変更になる場合がありますので、

あらかじめご了承いただくとともに、ご注意をお願いいたします。 


